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教育のデジタル化の意義は？

(1)アナログからデジタルへの転換による教育・学習活動の効率化

• 教科書やドリル、試験、生徒や保護者への通知、アンケートなどのデジタル化による情報
提供・情報管理・情報共有の効率化

(2)今までできなかったことを可能にする

• 遠隔講義やオンデマンド型授業など、場所や時間を超えて授業に参加可能
• VR/AR等の技術を用いて仮想世界でも実験・実習を実施可能

(3)教育学習活動のプロセスを記録して教育改善に役立てる

• 記録されたデータを分析して、教育改善、学習改善に生かす（LA）
• 個人に適した教材や問題を推薦（アダプティブラーニング）
• エビデンスに基づく教育・学習（成⻑過程の解明や新しい教育・学習⽅法の発⾒と展開）

今はここ
が中心

今後ここ
が中心

Time
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これまでの研究の流れ

2009
• JSTさきがけ「ラーニングログを用いた協調学習支援環境の開発」
• 個人の生涯の学習ログに基づくLAの研究を開始、SCROLLを開発

2014
• 九州大学基幹教育院にてM2B(みつば)システムの運用を開始
• Moodleのプラグインとしてデータ分析

2016
• 九州大学ラーニングアナリティクスセンターを設立
• 全学でLAを開始＋BookRollシステムの開発開始



Evidence-Driven Education Research Council

e-learning/e-portfolio

教育ビッグデータプロジェクト(2014 - )

デジタル教材

 15 

 

 

 

状
態 

 

 

 

 0 
1   

       
   授業回             14 

 15 

 

 

 

状
態 

 

 

 

 0 
1   

       
   授業回             14 

BYOD (2013〜)
M2B systemを19,000名に提供 (2015〜)



Evidence-Driven Education Research Council

M2Bのシステム構成

M
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e BookRoll

LA分析ツール

Mahara

Mnet: MoodleとシングルサインオンするためのMoodle独自の認証連携システム

Mnet

Mnet

Plugin

Local DB
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これまでの研究の流れ

2017
• 京都大学学術メディアセンターに異動
• LMSがMoodleからSakaiに変更

2018
• LEAF(Learning and Evidence Analytics Framework)を開発
• 初等中等教育を対象にLAを開始

2019
• 生涯の学習ログの連結の研究開始
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問題点と解決方法

（１）M2BはMoodleに大きく依存したシステムであった。しかし、他の

大学では、BlackboardやSakaiなどの多様なLMSがたくさん利用さ

れている。他のLMSにも対応するシステムにするには？

=> LTIを使う

（２） M2Bの学習データはローカルなフォーマットで保存していた。

他の大学と学習ログデータを共有するには？

LMSが変わっても継続してデータ保存するには？

=>xAPI/Caliperを使ってLRSにデータを保存

（３）小学校から大学、MOOCsなどに分散して蓄積された学習データを

連結するには？

=>ブロックチェーンを使う（分散データ管理）
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国際技術標準を用いたLAのシステム構成

LM
S

(M
oo

dl
e/

BB
/S

ka
i,O

pe
ne

de
x,

.. 
)

Behavior sensors
e-Book, Video, CBT

LA tools

LTI (Learning tool interoperability)

LRS

xAPI (Experience API)
LRS (Learning Record Store)

xAPI
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LEAFシステムの概要 (科研基盤S) 

LTI

LTI

xAPI

教員・学習者

ERS
エビデンス

レコードストア教員・研究者・政策立案者

エビデンス
モデル

エビデンス
ポータル

エビデンスを蓄積

LRS

LRS

LRS

他の組織の教育データと
ブロックチェーンで連結

独自研究

MEXCBTなどの外部ツール
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①科研・基盤(S) (2016.5 - 2021.3)

教育ビッグデータ活用のためのクラウド情報基盤の開発

②内閣府 SIP AI/ビッグデータ(2018.11 - 2023.3)

エビデンスに基づくテーラーメイド教育の実現

③文科省・先端技術を用いた教育実証事業

未来型教育 京都モデル 実証事業 (2019.1 - )

④NEDO「人と共に進化する次世代人工知能に関する技術開発事業 」
学習者の自己説明とAIの説明生成の共進化による教育学習支援環境
EXAIT (2020-2025.3)

現在の研究

10
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教育データ収集・分析の研究例

11

LEAFシステムの概要
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教育・学習データ

# データ項目 具体例
1 学校データ 学校情報、科目名、時間割など

2 授 業 設 計
データ

教育目標、カリキュラム、シラバス、指導内容

3 教材データ 教科書、補助教材、問題集、教師が作成した資料や問題
4 人的データ 教員や学習者の名前、メールアドレス、学年、組、番号

5 学 習 評 価
データ

最終成績、定期テストの試験問題と成績、小テスト・レポート
の点数、外部模試の成績

6 質問紙デー
タ

家庭環境などの質問紙調査、学生向けアンケートの結果

7 学習プロセ
スデータ

LMSのログデータ、デジタル教材閲覧履歴、デジタルドリルの回
答データ

9 健康データ ⾝⻑・体重などの健康診断データ、日々の歩数、脈拍等の運動
量等の活動データ
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教育データの利用例

対象 誰のため 目的の例

個人

学習者
・過去の教育データの利用による成績の予測
・個人に適した教材や問題の推薦による学習効果の向上

教員
・クラス全体の学習者のつまずき箇所の発⾒など
による教材や授業設計の改善

・自動採点など、教育データの利用による教員の負荷の軽減

保護者 ・保護者への通知のアクセス状況把握
・自分の子供の学習状況、学習意欲などの把握

教 育
機関 組織の管理者 ・教育データに基づくカリキュラムの最適化

・教員の最適な配置

国
全体

政策立案者 エビデンスに基づく教育政策の立案と評価
研究者 大規模な縦断的・横断的データを用いた学習者の成⻑過程の研究

市⺠ 教育に関する諸問題をデータを用いて社会全体で共有・議論
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システムの導入状況

• 京都市立西京中学(360名)・高校(820名)

• 京都市立七條第三小学校(80名)

• 福岡西陵高校(100名)、横須賀三浦学苑高校(100名)

• 滋賀県彦根東高等学校、大津商業高等学校、大阪高津高校

• 京都大学、九州大学・・・

[国内]

[海外]

• 台湾（23大学）
• インド(65大学)
• 中国（1大学）
• トルコ（1大学）

PCの持ち帰り
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主な研究プロジェクト(デモ)

① BookRoll

② 分析ツール

③ 数学：手書き回答の分析と理解度の把握

④ 英語：長文読解の支援

⑤ 教育データを用いたグループ編成・振り返り支援

⑥ 教育データを用いた自己主導の育成支援

⑦事例の共有

など

15



Evidence-Driven Education Research Council

BookRollの特徴

16

教員がデジタル教材（教科書、

補助資料等）をPDF形式で登録

すれば、学生は授業中・予習/

復習時に、それをウェブブラ

ウザで閲覧できる。

BookRoll上での学生の行動は

学習ログとして記録される。

学習ログは分析されて、学習・
教育を向上させるためのエビデ
ンスとして利用できる。

音声も

学生に元のPDFをダウンロードさ
れないので、内容が拡散しない。

教科書、問題集（数学チャート式や英語多読本、単語テストなど）、
先生が作成した問題、学生や家庭への連絡などをBRに登録
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黄色：生徒が分かりにくいと思ったところ（先生が授業中に説明）
赤色：生徒が重要と思ったところ（生徒同士で議論）

分析ツール：学習ログの可視化
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Click to show memo contents

マーカーとメモの可視化、閲覧達成率

どのページが難しいと感
じたか？

どのページにたくさんの
質問があるか？

各学生がどこまで教材を読
んだか？
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• This table shows all students’ all types of reading activities for selected content and time interval
• By clicking column names you can order students by that column
• This can also be used to send an e-mail to the students

19

学生へのEmailによる介入
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教員：教材や問題
をBookRollに登録

学生：BookRollで予
習・問題に回答

教員：LA-Viewで
学習活動・答案を

分析

教員：学生に
フィードバック

教員・学生：Q&A

振り返り

BookRollを使った授業の典型例

20

[授業前]

[授業前]

[授業直前]
[授業中]

[授業後]



Evidence-Driven Education Research Council

①BookRollでの手書きで回答して分析

Teachers can create a simple quiz in each page.
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手書き回答の分析

red

orange

yellow

black

⻑い
(stuck)

短い

次書き始める
までの時間

Final static answer Visualize answering process
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手書き回答の分類

Answers

Right

Group A

Group B

Wrong

Group C

Group D

Group E

Group C Group D Group E
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授業での活用の様子

すぐに典型的な答案を提示することによる、
教員の負担軽減と生徒の理解度の向上
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学習要素

学習要素
の関係

学習者の理解度の可視化

25
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学生個人やクラス全体の理解度を表示
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理解状態モデル利用

現状知識

時間→

比較

⻑期的知識

現状知識と集団知識を比較

集団知識推定

t1 t2 t3
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SQ3R active reading strategy
for paper-book [Robinson, 1946]

28

Survey

Question

Read

Recite

Review

S
Q
R

R
R

Scanning & Skimming

Question

Read

Reply

Reflection

2S
Q
R

R
R

2SQ3R active reading strategy
for e-book [Chen&Ogata, ICCE2019]

②e-Bookのための⻑⽂読解戦略

Preview
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Scan Red look over for important topics such as name,
date, and place, and highlight the keywords.

Skim Yellow browse through, get an overview, and mark 
the keywords if don’t understand.

Question memo
raise questions, and bring attention to the 
main ideas and questions: who, what, where, 
when, why, or how.

Read read the contents and find the answer

Reply memo answer to the questions

Reflection memo
think deeply and carefully about the reading, 
and learn from the topics and the thoughts on 
the subject.

2SQ3R strategy with
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October 11

Scan + Skim プロセスのマーカー

More markers

October 25
+2 weeks

Important keywords 
became overlapped.

30
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increased the number & quality of questions

学生が入力した質問

October 11
+2 weeks

October 25

31
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2SQ3Rの効果

Chen, A. et al., Improving EFL students’ learning achievements and 
behaviors using a learning analytics-based e-book s, ICCE 2020, pp.1: 474

ARSを活発に行った学生は、成績が高かった
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③グループ学習支援システム

パラメータの設定により、クラス全体のグループ編成を最適化
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グループ編成に使用できるパラメータ

データ データ解釈

小テスト等の点数
（深い学び）

グループ学習前の小テストや今まで実施して
きたテストの得点

過去のグループ
ワークの成績
（対話的）

グループ編成機能の結果ページで
評価に入力したデータ

学習状態の活発度
（主体的）

予習のための学習時間、達成率、
マーカー・メモの数など
（個人学習時の積極性）

交友関係
（対話的）

過去のグループ学習のデータから取得
（先生が指定することも可能）
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グループ編成方法

• 同種グループ
パラメータの値が近しいメンバーでグループを編成する

• 異種グループ
パラメータの値が異なるメンバーでグループを編成する

• ジグソー
ジグソー法でグループ学習を行う際に用いる。二つのグループを生成する

• ランダム
ランダムで生徒を割り振る
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グループ編成の結果

36

Collaboration Quality Efficiency Performance

individual evaluation 
in past group learning
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グループ学習後の相互評価

生徒は、同じグループ内の自分およびグループメンバーを評価
グループごとの発表があった場合は他グループを評価
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④自己主導能力(Self-Direction Skill)を高める

Goal Oriented Active Learner

人生100年時代では、「学び続ける能力」や
「健康を維持し続ける能力」の育成が重要

自分のデータを収集して、自ら問題を発見して
目標を設定し、その目標を達成するための支援

目的
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データに基づく自己主導能力の育成

A

C

D

E

B データ収集

モニタリング

データ分析

目標を設定

目標を振り返る

B

A

C

D

E

DAPERプロセスモデル
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GOALシステムのインタフェース

英語のeBook約600冊を登録
自己管理能力を育成するため
自分で計画をたてて実行
システムが本を推薦
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6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
人数 120 101 101 86 54 37 97

多読時間 141 143 109 86 69 52 65

多読スピード 128 137 121 127 123 348 263

128 137 121 127 123

348

263

0
50

100
150
200
250
300
350
400

人数 多読時間 多読スピード

多読学習の状況 中１年生

一分間に読む単語数
Word per minute(WPM)

eBookを使うと自動的に計算できる!

WPM 日本人 Native
High School 75 250
University 100 450

2020年

一般のNative speaker 300 WPM
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今後やりたいことは？
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大規模教育データを用いたエビデンスに基づく教育

小学校 中学校 高等学校 大学

大規模
教育データ

情報学・教育学・心理学・
認知科学・健康科学等の
様々な分野の研究者が
超大規模教育データを利用
して「教育データ科学」を創成

アフターコロナ時代の教育を下支えするために、小学校から大学までの大規模教育データを収集・分析するためのデータプラットフォームを開
発し、情報学・教育学・心理学などの様々な分野の研究者が参画して、リアルタイム分析手法などを研究し、「エビデンスに基づく教育」の実
現に向けて教育データ科学を創成する。

・教育・学習効果の予測・シミュレーションのための
超並列計算機技術

・教材・問題の推薦のためのリアルタイム解析技術
・エビデンスに基づく教育のためのエビデンス・
マイニング技術

・教育による人の発達・成⻑過程や健康状態と学習状況
の関係性や相互影響の分析

・コロナ禍が教育に与えた影響、など

匿名加工
技術

人工知能・機械学習
等のリアルタイム

データ解析
実
世
界

教育・学習活動の
センシング技術

介入・フィード
バック技術

授業中

授業外・遠隔教育

エビデンス・
特徴抽出

小学校から大学までの教育データを全国規模で収集
アクセ
ス管理

仮
想
世
界

学校内の教育データの収集と分析
（ラーニングアナリティクス）

教育機関内の
教育データ

大規模教育データを用いて
「教育データ科学」の研究を推進

教育データ収集・分析プラットフォーム

計算機科学

AI
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将来のシステム構成(EduCloudで運用）

LTI

LTI

xAPI

xAPI

ERS
エビデンス

レコードストア教員・研究者・政策立案者

エビデンス
モデル

エビデンス
ポータル

LRS

LRS

LRS

エビデンスを蓄積

教員・学習者

LRS
データ共有

他の学校
MOOCs
私教育
（学習塾

AIドリル）

学習eポータル

• CBT(MEXCBT, TAO)
• アンケート（質問紙調査）
• デジタル教科書/補助教材(BookRoll)

LTI

xAPI

共通項目を匿名化して共有

LRS

（成績・授業内容・出席・家庭学習
の情報など）

個別の学校

国全体で共通

特にデジタル教科書は大事
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デジタル教科書の普及促進に向けた技術的な課題に関するワーキンググループ（第2回）配布資料

• LTIでLMSと連携することにより
ユーザ登録が不要。

• xAPI/LRSの導入でログデータも標準
フォーマットで共有し活用可能

• CSVでユーザ登録は面倒で個人情報が分散配布
• ログデータもないし、標準化されてない
• 会社ごとにビューアが違う？

問題点
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5.「『学習eポータル』の構想と取組について」発表資料(NIIシンポジウム9/3)
桐生崇⽂部科学省大臣官房⽂部科学戦略官・総合教育政策局教育DX推進室⻑
畠田浩史オンライン学習システム推進コンソーシアム委員

デジタル教科書/補助教材(BookRoll)
LTI 

xAPI
LRS
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非営利型 一般社団法人
エビデンス駆動型教育 研究協議会

• 教育データとエビデンスを用いた教育革新を促進

• LEAFシステムを教育機関に導入して、産官学の共同で教育デー
タの利活用を草の根的に推進

• 2021年5月25日設立、８月１１日キックオフシンポジウム

https://www.ederc.jp

47

BookRollの導入などの
お問い合わせはこちらへ

活動予定
• BookRoll等のデータの分析方法の研修
• BookRollなどのシステムの導入
• システム運営方法などの研修
• 国内外のLAに関する研究交流
など
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まとめ

• ギガスクールやコロナの影響で、教育の情報化が急速に

進展する中、教育データを利活用して教育改善を継続的

に行うことが重要

• データを用いてSelf-Directionスキルを習得した学習者

の育成

• データを用いて授業改善を継続的に行える教員の育成

• 今後は、国際技術標準をうまく使って、学習ログの利活

用による教育改革のために、産学官が連携して、社会全

体で、データやエビデンスに基づく教育を実践
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